
 
 

   
 

コロナ去り町いっぱいの子どもかな 

 新年あけましておめでとうございます。 

 旧年中は井手やまぶき支援学校の開校年にあたり、さまざまにお世話になりました。誠にありがとうご

ざいました。 

 始業式で、お正月にあたり十二支の話を子どもたちにしました。 

 今年の干支のうさぎがピョーンと跳びはねたような元気な一年になってほしいと思います。 
 

 12年ということで言えば、ちょうど 12年前は平成 23（2011）年。 

 京都府では宇治支援学校が開校した年にあたりますが、この年の 3月に東日本の大震災がありました。

そして、今年は関東大震災から 100年の年にあたる年です。 

（気象庁が「関東大震災から 100年」の特設サイトを立ち上げています。ぜひご覧になってください。 

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/index.html ）  
 

 この世界はどのようなことが起こるかわかりません。自然災害の天災や人災も起こるでしょう。それで

も、少しでも幸せな人生と素晴らしい社会を創っていけるよう、そのような気持ちを持った人になること

を目指して、私たち大人もそして子どもたちも頑張っていけたらと思います。今年もそのための充実した

一年にできますように。 

 本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

昨年のとある日の京都新聞「凡語」から 

飢え消えて地球（ほし）いっぱいの子どもかな （表題も同日の「凡語」からです）  

          校長 丸岡 惠真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページにも掲載しております『令和４年度年間行事予

定』でもお伝えしてますが、２月は以下のように下校時刻が変

更となります。御理解・御協力のほど、よろしくお願いします。 

 

■２月２日（木）・３日（金）小・中学部 入学相談 

水曜ダイヤ（13:30下校） 
 
 

■２月２４日（金）・２７日（月）・２８日（火） 

年度末個人懇談期間 

水曜ダイヤ（13:30下校） 

 

※後日配信予定の２月行事予定でも御確認ください。 
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児童生徒引き渡しシミュレーション訓練 
 
 10日（火）の放課後に教職員で『児童
生徒引き渡しシミュレーション訓練』を実
施しました。今回は小学部低学年児童の引
き渡しを想定し、地震でスクールバスが運
行できなくなり、児童生徒を校内に待機さ
せた後、保護者の方に迎えに来てもらう場
合の訓練をしました。 
教職員が児童や保護者、指導者役に分か

れ、受付や引き渡しの仕方、児童や保護者
の動線などについて訓練をとおして確認を
しました。 
 この訓練が活かされる 
場面が無いことが一番望 
まれますが、何が起きる 
かわかりません。 
もしも･･･を想定して今 

後も様々な訓練に取り組ん 
でいきます。 

 

 

 

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/index.html

